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鈴木! 佳秀（新発田 "#）!
$%&' 年－$%&( 年度の後半については、会

員増強の目標を達成する可能性が高いと判断

しています。残念ながら退会者がでましたの

で原員は )%名です。既に *人の方へのオリエ

ンテーションを行う試みは実施済ですが、出席者の感触は前

向きであったことから、目標の )'名まではあと一歩です。

更に、女性会員の入会が達成されるならば、確実に年度内に

目標を突破できるでしょう。その点が後半の課題です。また

会長挨拶に工夫を凝らし、例会が楽しい場となるよう、最大

限の努力をする所存です。!

田中! 幸男（豊栄 "#）!
&"会員増強! 年度初めに会員増強委員長を中心

に、新規会員情報名簿を作成して推薦者と介入に

行き、$名の方の入会がありました。年度後半は、

卓話をガバナー補佐篠沢様にお願いし、公開例会

と情報交換会を $月 $'日（火）に開催。入会予定者に $～'名に

入会してもらい、今年度のガバナー目標１０％増を達成の予定で

す。! $"奉仕活動! 例年継続支援事業は、年度前半で終わり、後半

には福島潟清掃活動で、湖畔はモーターボート $台、堤防内は人力

で空き缶・ビニールゴミ等をクラブ全員で清掃します。会員卓話で

は、各社の職業の話し。外部卓話では、北区長に依頼して区ビジョ

ン・街づくり計画・区の将来像。又、警察署長・各職員の方に依頼

して奉仕活動に役立てたいと思います。!

永田! 政義（村上 "#）!
今年度、$ 名の会員純増を目標としてスタ

ートしたが、上半期実績は &名増。更に &名
の入会候補者がいるので、早期入会を実現し、

目標達成したい。!
! 昨年 + 月末よりドイツからの青少年交換留学生を受け入

れているが、引き続きロータリー活動への積極的な参加を促

し、充実した生活のサポートに努める。!
! また下半期は財団補助事業である白鳥の泉・大池の浄化や

駅前花壇整備など環境美化活動に注力したい。!

小山! 明（新発田中央 "#）!
「和の心を大切にしよう」をテーマに、会員卓

話の充実により例会出席率の向上に努め、中断

していた国際奉仕の支援先についても、事前視

察でミャンマーの子供たちに対して ( 年間行う

ことを決定、' 月に第一回目の訪問が決定した。また、本国際

奉仕を更に大きな活動とするため、友好クラブである安中 "#
と連携し行う事となった。前半戦はクラブの会員間「和」の充

実や国際奉仕の支援先の確定などに費やしたため、会員増強に

ついての目標 , 名は後半戦で達成すべく会員被推薦者向けの

「"#の案内」を作成し会員一丸となり取り組みたい。!
佐藤! 東市（水原 "#）!
! 各ロータリークラブの課題と言えば、場所を選

ばず、異口同音に、会員増強の昨今です。!
! 私は入会 &% 年目を迎え、会長の大役を仰せつ

かることになりましたが、水原クラブには、最大

(+名の会員が在籍していた時期がありました。最

近では、その半分にも満たない状況が延々と続いております。!
! 新年度以来、$名純増の目標を掲げましたが、当クラブにおきま

しては、現時点で、&名入会、$名退会です。当然のことながら、

財政状況も悪化の一途を続けており、昨年 &$月には、ニコニコボ

ックスを一部取り崩す事態が生じました。!
! 多くの方々に、お声掛けして、&名でも多くの会員を増やしてい

きたいと思っています。!

林! 保英（中条胎内 "#）!
会員増強について前年度から２名減の会員総数

２７名の始まりとなった。１名増の目標に対し１

月までに２名増を実現した。４月に１名増を見込

んでおり、クラブの安定運営会員数３２名を目指

し活動中である。!
奉仕活動では、まさかの災害に備え、「移動式炊飯器（大型ガス

コンロ一体型）」を地元市社会福祉協議会へ２０１４年１１月、寄

贈した。後半戦の計画については現在検討中である。案として、市

では要支援の児童を対象とした合同クラス設立が計画されており、

そこで必要になる設備、備品、教材等の寄贈を検討している。また、

児童育成の事業、青年会議所主催「わんぱく相撲」への参加と後援

をする。!
威本! 正之（中条 "#）!
◦会員増強について!
在籍 (%年会員の退会により &名減、&名回復の

目途あり。会員の中には高齢者も多く、会員増強

は急務となっている。今後クラブを挙げて増強

（隠れた人材の発掘）に勤める。! ◦国際奉仕の一環として、フ

ィリピンの男子・女子 $名の援助をしており、今後もその子供

等の資金援助を継続して実施する予定。! ◦市内中学生の職場

体験学習（インターンシップ）への全面協力と今後の活動方針

についての協議に参加する。! ◦未来の夢計画・ロータリー財団

補助金制度の利用を計画・環境保全・高齢者福祉等地域のニー

ズにあった活動を計画・立案していく。!

斎藤! 憲夫（村上岩船 "#）!

! 会員増強目標は、純増 $名に対して前半

戦の実績は &名。後半戦にもう &名の達成

を目指す。!
! 更に &%%％の例会出席率を目標通りに強化する。!
そして地域社会に貢献する方針を年度の仕上げとして具

体的に推進する。!

小林! 登三男（新発田城南 "#）!
七月からはじまりました、私の年度も半分が

終り後半の始まりです。!
いろいろな行事に追われ、会員増強もままな

らず現在入会予定者も数名ございますが、仕事

の都合と言うことでまだ入会には至っていません。今は五十周

年に向かってクラブは進まなければいけません。実行委員長も

決まり組織作りを行ない、クラブ会員の理解と和をより一層深

める事が、会員の増強、財団米山の実績にも繋がると考えてい

ます。これからは、ただ五十周年に向かって心をひとつにし会

員数も五十名に増員できますよう、クラブのみんなで努力を重

ねて行く所存でございます。!

高橋! 秀樹（新潟 "#）!
! 会員純増目標については、あと一人のところ

まで迫ったが、会員の転勤などにより、上半期に

は達成できなかった。会員増強委員会によって

改めて戦略を検討したい。また、財団や米山など

について会員に呼びかけ、自主的な形で年度実績を向上させた

い。なお、当クラブ独自の事業でもある青少年育成基金につい

て、下半期に事業を実施する予定である。会員の交流もクラブ

内に閉じることなく、県外や国外のクラブをも視野に入れて、

親睦を深める行事を推進したい。!
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市川! 務（新潟東 "#）!
当クラブ会員は、一時 $%% 名を超すメンバーで

運営されていたが十数年前から退会者が多くなり

&% 名強のメンバーとなった。その時から会員増強
に懸命に努力したが会員増には結びつかなかった。!
! 今年度は会員増強に力を入れ頑張ろうと会員増

強委員会では勧誘資料「ロータリークラブ入会のお誘い」のパンフ

を作成し全会員に配布年度中に最低一名の声掛けをすることを申

し合わせ新年度がスタートした。特に現在 & 名在籍している女性
メンバー増も視野にいれ女性の入会にも心がける様努力した。新年

度 & 名増の目標でスタートしたが、年度中間で女性 $ 名、男性 '
名の計７名の増となった。年度終了まであと６ヶ月、あと ()* 名
増とし最終的には純増 $%名を目指して行きたい。!

橋本! 栄一郎（新潟北 "#）!
会員増強に関して、現在の実績は '名。!
これからもクラブの良さを知ってもらい、さ

らに &名増加することを目標にしました。!
ロータリー財団グローバル補助金奨学生・牧野さんがロンド

ン大学に留学中ですので、引き続き支援をしていきます。!
財団・米山などの寄付実績等は、前半戦クリアしています。

後半戦も順調にいくと思います。!
国際大会+サンパウロ,は、参加者を *名検討中です。!

森田! 順一（新潟南 "#）!
今年度の新入会員増強に付きましては今年

度目標純増１０％を目標に全会員一丸となり、

前期６名の会員増強を致しました。しかし４名

の方が転勤により退会した為、現在２名増の９５名となって

おります。!
当クラブの会員増強委員会が幾度かの会合を重ね、後半２名

の増員を確認しております。来年度ガバナー輩出のクラブと

しましては１０％純増を何とか達成したく全メンバーで頑

張っております。!

小沢! 慎一郎（新潟中央 "#）!
クラブ勧誘には誰しもためらいが有るように感
じます。入会後もこれで良かったのか、こんなはず
ではなかった、日々過ごすなかでの内外での違和
感を肌で感じること。今年度会員増強目標を問わ
れたとき、咄嗟に一人の目標としますと返答して

いました。半年が過ぎ心地よい居場所とは何か、クラブ運営に何が
足りないのかをクラブフォーラムを何回か開催し、ようやくたどり
着いたところは仲間を増やすことだと気がつき、増強委員を中心に
実行委員会を築き、ようやく二人の会員獲得に成功しました。今年
度に限らず意識を持ち継続した増強を目標にしていくことを次年
度に引き継ぐ事とし、また同時に前年度と今年度の事業を検証しつ
つ更なる高まりをと考えています。財団、米山に関しても今年度の
実績を維持しつつ更なる会員の理解を高めてゆきたいものです。東
日本大震災で被害を受けた、いわき常盤 "#との合同奉仕活動も後
期の活動の一つとして準備をしているところです。仲間を増やし、
質の高い奉仕活動とクラブ運営を目指したクラブ作りをめざし、会
員一丸となって頑張って行く覚悟です。!

橋本! 昌和（佐渡 "#）!
会員増強より、むしろ減少を止めることの方

が当クラブには大きな課題となっております。

このままでいきますと (%$&-$' 年度の会員数
は何名になっているのか心配です。結果クラブ運営が今から

不安です。はたしてどうなるのかというところです。では、

もし会員数がこれ以上少なくなったらとの対策をも平行し

て考え必要性を視野に入れつつ努力してみたいと思います。!

吉田! 栄一（新潟万代 "#）!
我がクラブのモチベーションを揚げる為に

も年度初めに決めた各目標を達成する為に全

力で取り組んでいきたい。!
特に会員純増に対してはクラブの増強委員長とよく連携し

達成していきたいと思います。!
又、その他の目標についても各委員長とよく相談して達成

していきたい。!

野田! 誠記（新潟西 "#）!
! & 月 *% 日の .% 周年記念式典を迎えるにあた
り、/ 名増の .% 名の会員増強目標を掲げ、前半

　  は ' 名増とまずまずの滑り出しで、( 月に ( 名
増の .% 名に到達いたしました。これも会員各位の意識の高さ
の表れで、この勢いに乗って記念事業を成功させたいと思いま

す。社会奉仕活動としましては、前半に *0 回目となる中学校
野球大会を行い、月信が発行される頃には障がい者通所施設と

地域住民との餅つき大会も終わっておりますが、会員皆様の協

力により益々の発展が期待できると祈念しております。!

山口! 高司（新津 "#）!
会長に就任してから、早半年が経過しました。

幹事経験もなく入会して６年目の私がようやく

ここまでこれたのは、皆様方のご指導ご協力の

賜物と心から感謝しております。!
就任後、クラブ奉仕委員会の主導で「クラブ及び例会の活性

化・魅力化等推進計画」を作製、その一環として会全員に「ア

ンケート」を実施し、集計結果がまとまりました。また、職業

分類に基づいて「会員増強計画」を作成し、実施する段階に来

ております。!
今後は、いずれも計画倒れに終わらないように、また、次年

度以降へと繋がるよう活性化に努めて行きたいと思います。!
渡邊! 秀一（佐渡南 "#）!
会員純増目標の .名に対し、前期は新会員 (名
増員ですが、純増は１名です。後期はもう一度!候
補者リストを見直し、候補者に適した紹介者を擁

立し再度、勧誘活動を行います。!
交流委員会を設置することで、友好クラブ及び姉妹クラブとの

交流はもとより、地域に密接した団体との交流を行い、親睦と互

の連携を深めながら、ロータリーの奉仕活動が一般的に浸透し理

解されるように活動を行います。!
当クラブは、４０周年事業を５月に控えており、実行委員会及

び各部会が中心になり観光の島「佐渡」の特色を生かした記念事

業、記念式典を計画しております。事業全体を会員相互で盛り上

げて成功に導きたいと思います。!

茂野! 知行（村松 "#）!
年度前半に会員純増目標を達成できましたの

で、後半でもう１名増を目標に会員同士連携を取

り合ってロータリーの魅力を語り理解していただ

けるよう努めて参ります。!
! ロータリーデーの開催も年度後半の最初の活動として会員と夫

人が集まり新年会と併せて無事に開催できました。!
! 社会奉仕活動では、春の全国交通安全週間にあわせて、街頭指導

所設置のお手伝いを初めて行います。花の種が入った封筒に交通安

全のスローガンとクラブ名を印刷して、地元の保育園児と一緒にな

って運転手さんに交通安全の啓発活動をいたします。!
地域に密着した活動を年度後半に重点的に行って参ります。!



 

2560  | 
 

 
 

9 2560  2014-2015   3  

!

山田! 浩一（五泉 "#）!
ロータークラブはクラブ間の交流を成立させ

るためにも、個々のクラブの活発な活動が基本

になることは言うまでもありません。人が集う

ことの楽しさや、一人ではできない有意義な社

会奉仕を協力して達成することの喜びをクラブ

メンバーが実感することが大事なのであろうと思います。!
年度も後半になりますと、主要な行事もほぼ終了し、次年度

以降の活動への準備に徐々に移る時期かもしれません。この辺

でクラブの新たな行事企画を策定し実行していくことで、クラ

ブ活動の活性化に繋げていきたいと考えております。!

遠藤! 重治（燕 "#）!
会員増強に関しては前半戦で一名、$月以降に

確約を取れている二名に更に上乗せをするべく、

% 月には会員見込み対象者を招いて『友人招待
会』を開催し更に増強に弾みをつける。メンバー

に候補者リストを作成してもらい、招待スポンサーの立場でア

ルコールを交えて勧誘の場とする。!
新学期の次期には社会奉仕の継続事業である『お靴のベッ

ド』を燕の他クラブと連動し盛大に行う。また && 周年の同じ
節目に当たる燕ライオンズクラブとの初の合同例会を企画し、

双方の会員の啓発や友情交換の場としたい。!

渡辺! 幸雄（白根 "#）!
前期は、"月の白根ＲＣ杯争奪中学生野球大

会を皮切りに、ガバナー訪問、テレビ朝日見

学、囲碁・麻雀大会等様々な行事を行いまし

た。また、本年度は卓話に力を注いでおりまして、県内を代

表する様々な分野の方を講師にお招きしております。会員増

強は現在女性１名の入会でありますが、後期は残り #名の入

会を目指します。例会の出席率向上と会員の更なる親睦を深

めていきます。よろしくお願いします。!

三浦! 伸一（加茂 "#）!
今年度も会員増強を中心として増強に励んで

来ました。毎月１回は委員会を開催し、情報交

換をして来ました。お陰様で会員の絶大なる協

力のもと会員純増目標３名をクリアし、新入会

員４名となりました。引き続き会員増強に力を入れていきま

す。と同時にロータリー情報委員会を中心に入会３年未満の会

員へ家庭集会を通して、クラブへの理解と友情を深めて行こう

と思います。!
財団、米山奨学への協力は勿論の事、青少年剣道練成大会の

支援、加茂山、加茂川の一斉清掃等、後半の活動も前半同様、

張り切って行きたいと思います。!
渡邊! 嘉子（新津中央 "#）!
各クラブの後半戦の活動という事ですが、やはり

主には「会員増強活動」になるかと思います。現在、

会員それぞれが本当に真剣に活動をしてくれてい

ます。例えば今期入会ではなくとも、次年度、次々

年度の入会確約もいただけていますし、クラブの将

来へ続いていくと確信しています。そして入会した会員が「入会し

て良かった」と思えるクラブ作りも大切なのではないかという事

で、やはりクラブを魅力あるものにしていかなければならないとし

て、会員一丸となって行動しています。その甲斐あって新入会員も

知人を紹介してくれたり、会員増強活動に参加してくれているの

で、クラブの将来は明るいのではないかと思っています。現在はク

ラブ会員１人ひとりが、クラブの仲間としてふさわしい人がいた場

合は機会ある度に声をかけ、その後全員で協力しアタックする様に

なっています。後半戦もこの活動を続けて、なんとか会員を純増し

たいと思います。!

佐々木! 常行（三条南 "#）!
会員増強について、会員純増目標 % 名に対し

て現在 $ 名の増強が決定しております。目標を
達成すべく後半戦も、会員増強委員会のメンバ

ーとともに鋭意努力する所存です。!
ロータリー財団・米山奨学について、現在のところ両方とも

寄付は順調に推移しております。後半もこのペースを保ちたい

と考えます。!
今年度の目標に掲げた出席率の向上について、前半の例会の

出席率が '()&*％、後半はもう少し出席率を上げたいと考えて
います。!
国際大会（ブラジル・サンパウロ）の参加は現在のところ難

しい状況です。!

山﨑! 京子（阿賀野川ライン "#）!
前半戦、$ 名の会員増強を達成する事が
できました。後半戦、もう $名の増強を目
指して取り組んでいきます。!

又、クラブ主催の「糀の効果でアンチエイジング」と題

した健康教室を開催します。!
! 姉妹クラブの台北南華 "# との親交を一層深めていき
たい。!

小川! 政美（分水 "#）!
! 会員増強は、新年会に %名の候補者をお招
きし会員と杯を交わしたことで、我クラブの

雰囲気やロータリークラブの事を分かって頂

けたのか、二次会までお付き合いしていただ

き、*名は確定、残る $名の増強を確信しています。今年度
の会長方針の * つである社会奉仕活動の見直しは、社会奉
仕委員会と副会長・幹事、$～% 年前入会された若い会員数
名で成る委員会を立ち上げ、たたき台を作って頂き、数回の

全員協議会の中で決定したいと思いますが、出来ない場合は

最低限次年度に協議して頂ける道筋を付けたいと思います。!
髙橋! 司（三条 "#）!
! 会員増強目標に対して残念ながら増強して
おりません。後半は新年例会に候補者をお招

きして会員皆で入会を勧めるよう取組んでい

きます。目標を何とか達成したいと思ってお

ります。!
! 後半 %つ程大きな行事があります。*)市内 +クラブ合同例
会。$)台湾新竹城中クラブをお迎えしての春の旬例会。%)市
内ライオンズクラブとの例会共に親睦・友好を深めると共に

情報を共有して次年度へと繋げてゆきたいと思います。!

平井! 正博（見附 "#）!
会員増強は前半期入会予定者の辞退によ

り確保できなかった為、後半期はメンバー

全員で再度人選を日々努力している状況で

す。!

メンバー全員が魅力あるロータリーの組織を説明する!

大切さを認識して増員に努めたいと思って居ます。!



 

2560  | 
 

 
 

10 2560  2014-2015   3  

!

山縣! 恒介（吉田 "#）!
今期、" 月 #$ 日現在! " 名の方から入会頂き

ました。!

会員数は、%% 名です。今期中には会員の皆様の

協力を頂きながら会員数 %&名を目指し頑張っていきます。!

奉仕活動は、燕、分水クラブと協力して子供達が履物を揃

える事を通して心を揃える様になればと念じながら、全燕市

の幼稚園、保育園に『お靴のベッド』を寄贈させて頂きます。!

和田! 富美（長岡 "#）!
当初目標「メンバー自身がロータリーに誇りを

持つ」「皆が知っているロータリーに」二つをぶれ

ること無く進めて参ります。最大の広報は、メン

バー自身の「言葉」、熱や心を伝えるには「意義や

誇りを再確認すること」。メンバー各人が、地域の

リーダーたる、所作や行動、人間性を高める。それがイメージのア

ップにも繫がり、周囲に影響を及ぼすとの考えから、意識した会長

挨拶を心がけます。会員増強は目的ではなく、進化の手段であり、

意識の高い新入会員の期待を裏切らないよう、台湾学生の交流事

業、悠久山公園の清掃社会奉仕事業、そして例会と、丁寧に対応し、

クラブの品格を高めつつ、創設 $%周年を迎える準備としたい。!

岡田! 健（三条北 "#）!
２０１４年７月１日在籍６６名! その後２名の

会員が逝去、２名健康等の理由で退会、新会員とし

て３名入会、２０１５年１月３１日現在６５名! 現

在の入会予定者は３名です。!
会員増強がクラブの活性の源であることを会員は認識しているの

で７名の純増目標達成に向けてあと５ヶ月最大の努力をする事を

約束します。!
地域社会に対する奉仕活動として、一般市民を招待し健全育成支

援講演会『フィールドから見渡した世界～自分で考える子供を育て

る為に大人ができること～』と題して元サッカー選手中西哲生氏を

講師として開催しました。!

遠藤! 邦彦（柏崎 "#）!
! 今年度の会員増強については強引という表現は

ふさわしくないかもしれませんが、人数にこだわ

り、無理な誘い方の増強は一時の達成の後に後々問

題が出てくるのではとも感ずるところがありまし

た。当クラブは、残念ながら若くして他界されたロータリアンがい

らっしゃいます。今、世代交代をされた方々に先代との絆を大切に

してお誘いし、お話をさせていただき増強をしているところです。

そして柏崎ロータリークラブは東京ＲＣ、長岡ＲＣのスポンサーに

より地区で創設３番目のクラブとして、今後も会員の相互扶助を

益々強めてゆく会員の増強をしてゆきたいと思います。ロータリー

財団は半期で目標を達成しました。米山奨学もあとわずかで達成で

きると思います。任期も残り数ヶ月になりましたが、ガバナー、分

区のロータリアンと共に、益々の絆づくりに努めたいと思います。!

和須津! 悟（巻 "#）!
! 一、前半より引き続き、例会でのロータリア

ンとしての意識を維持する為に「ロータリーの

目的」を会員全員で唱和する事。! 一、昨年に引

き続き会員増強を心がける事。! 一、中学女子バ

レーボール大会への協賛、水芭蕉生息地環境整備事業の実施。!

一、徐々に次年度にスムーズに入れるよう協力する。!
! この様な事を考えて活動を行なっていきますので、皆さんの

ご協力をお願い致します。!

髙田! 裕司（長岡東 "#）!
地区資料を読みかえしてみると、会員増強の強烈

な嵐に背中を押され続けた年度前半であったかと

思う。目標到達が見えた今、振り返ると「ロータリ

ーの意義とは？」「クラブの魅力とは？」を問われ

ながらの増強活動であった。年度後半にはクラブ奉

仕と職業奉仕の中でクラブの特色を確認し、さらに育てる事が出来

る増強活動と研修を考えたい。社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕に

ついては、運営目標としている財団と米山の徴収方法と活動のあり

方についての検討と議論とがそれぞれの委員会主導で進んでいる

のでまとめていきたいと考えている。!

皆川! 忠志（田上あじさい "#）!
会員の増強は、過去二年、毎年一名の会員増

を達成してきておりますが、下半期は積極的に

例会に町民の方々をお招きし、ＰＲに努めて、

早期に目標である二桁に向け努力する。!

! 一方、町内の国道等の清掃、ゲートボール大会の開催など継

続した事業を通じてロータリーをアピールし、奉仕活動と会

員増強を併せて推進する。!

重野! 誠（柏崎東 "#）!
本年度５名の増強目標を立てました。年度前に

新増強委員長と連携を取りながら、会員候補者の

吸い上げと推進・アタックするメンバーを選抜し

スタートしました。順調に増強が進み２月２日現

在７名の純増を達成できました。後半も会員候補者名が上がってお

り、入会に向けて推進しているところです。! !
! また、次年度早々に当クラブがスポンサークラブとなっている、

新潟産業大学附属高校をホスト校としてインターアクト年次大会

が開催されますので、実行委員会を組織し大成功に向け準備が始ま

ります。!

長谷川! 恵慈（三条東 "#）!
! 上期も終わり会長職も後半年となりました。公式

訪問や &' の協力、社会奉仕事業といった大きな事
業も終わりホットしております。しかし後半年もあ

ると思い年頭に会長方針を読み直しました。「初心の

熱き心で」の気持ちで後半も頑張って行きたいと思います。会員増

強も地区目標の ( 名をクリアーし後半も増強委員長ともどももう
(名位の増強を目標に頑張りたいと思います。今年は、創立 )*周
年になります。実行委員会、実行委員長とも話合い、おもてなしの

気持ちを持ちながらも自分たちも楽しむというスタイルで +月 ,,
日に式典を行います。全会員が一丸となり英知を結集して、成功さ

せたいと考えています。皆様の参加を心よりお待ちしております。!
!

倉茂! 眞衛（栃尾 "#）!
会長に就任して、早七か月が過ぎ後半戦となる

わけですが、わがクラブは、入会順に幹事となり、

その翌年は会長になりますので、二年間は緊張続

きです。残り五か月と思うと、正直気が緩んでしまっているのは否

めません。入会者もあと一歩のところで足踏み状態という現状を超

えないと、ガバナーとの約束を果たせなくなるため、気を引き締め

て、拡大委員長はもとより全会員一丸となって、一層の努力をいた

します。国際大会は、タイ、ポルトガルと二年にわたり多数のメン

バーで参加いたしました。今回は見送る方針です。!



 

2560  | 
 

 
 

11 2560  2014-2015   3  

!

三条! 正憲（長岡西 "#）!
各行事への出席率を上げることが退会率の

低下につながると考え、まずは参加して良か

ったと思えるような明るく楽しい行事企画を

心掛けている。また、退会された方々との交流を通じて当Ｒ

Ｃ３０年の歴史を築いていただいた感謝を伝えると共に、新

会員の紹介をお願いしている。!
２月は会員増強月間として４グループに分かれ、互いに切

磋琢磨しながら会員増強を進め、全員参加で目標達成を目指

します。!

柳! 乙彦（十日町北 "#）! !
会員純増目標に対して、前半戦の実績は２

人。これからも引き続き退会された方、又ご

高齢で退会された方のご子息等、角度を変え

て入会者のリストを作成し、地・縁・人脈を

生かして取り組んでいただき、目標を何とか達成したい。!
! 米山奨学特別寄付の前半戦の実績は、第１０回米山功労者

が１名、第５回が２名、第３回が２名、第２回が１名、第１

回が２名、準米山功労者が１名、合計９名となりました。!

会員数に対して "#$%％となりました。後半戦も米山奨学寄

付に対する表彰制度を理解して頂き、会員数に対して &#％

を再目標にし、達成したい。!
加治! 正幸（柏崎中央 "#）!
早いもので、会長に就任して半年が過ぎようと

しています。会員増強も目標の $ 人に対して %人
の方の入会も決まり、あと & 人の獲得を目指して
頑張って行きたいと考えています。!
最初は $ 人の増強はなかなか難しいと考えてお

りましたが、目標を設定され、それを目指していくということで、

会員全員で今まで以上に真剣に検討し、勧誘に行くということで頑

張れたと考えております。!
あと、柏崎のほかのクラブの頑張りも私たちに緊張感を与えてく

れました。よそができてうちができないはずはないということで、

頑張れました。!
残り半年、何とか目標を達成していきたいと考えます。!

樋口! 賢一郎（津南 "#）!
! 会員純増目標に対して、前半戦会員及び担

当者協力の元、&'月末迄に %人入会頂き、目
標達成し ' 月には & 人加入が決まりこの勢い

で (月の年度末迄頑張って行きたいと思います。!
! 年度の仕上げとして財団米山等の寄付実績等を点検して、

新年度の準備、引継ぎに万全を期したいと思います。!
! 国際大会参加者を会員に誘ってみたい。国際大会の成功を

願っています。!

関谷! 馨（十日町 "#）!
後半への抱負として、会員増強の目標が、

達成されていないので、クラブ全員の力で

達成したい。又、友好クラブとの交流行事の

計画と、社会奉仕活動の桜公園の整備と観桜会の計画の

実施を、夜例会などを利用して話し合い、楽しいロータリ

ー活動にしたい。!

小島! 聡（越後魚沼 "#）!
%月 &'日～&)日まで行われる「ルドル

フ・マイスターピアノ音楽合宿」の成功のた

めに、期間中は支援にあたっています。最終

日のピアノコンサートでは青少年及び学生を

対象にロータリー賞を授与します。この音楽合宿を受講し

た生徒の方々が世界中で活躍し、いつの日か魚沼の地でコ

ンサートを行ってくれる事を願っています。!
また、)月には地域振興文化事業の一環としてシャンソン
コンサートを行います。!

関! ! 暁（小千谷 "#）!
! 会員増強に関しては、&月にて年度目標であ
る *名を達成する事ができた。今後は目標を上
方修正し、二桁増を目指し、交渉中の方への再

アプローチさらには新たにリストアップした

上で担当チームを決めて引き続き努力したい。!
! 財団・米山に関しても進捗をチェックした上で、クラブと

して県内上位にランクインするべく会員に働きかけたい。!
! またクラブの活動としては、新会員が増えたこともあり、

ここでもう一度基本に立ち返り、ロータリーに関し基礎を学

ぶ場を例会時に設定し、ロータリーに関する理解を全員で深

めたい。!

齋藤! 尚明（高田 "#）!
! ガバナー公式訪問、+,、地区大会等々前半
に集中した公式行事が無事終わり例会を中心

としたクラブ運営の増々の充実をはかる日々

です。本年度は高田 "#創立 (-周年で &-月
%日に記念式典を行います。会員増強は目標 )名でしたが幸
い & 月末現在純増 . 名を達成できました。あと % 名はと思
っているところです。社会奉仕では新幹線開業を祝す意もこ

めて高田公園に数種類 &-本の桜の植樹を行いました。また
&) 名の高田ローターアクトクラブの会員が毎月のように公
的な場所の清掃活動を行っているので私たち高田 "# のロ
ータリアン有志も一緒に奉仕活動に力をいれています。!

星野! 輝征（雪国魚沼 "#）!
当クラブのユニークな社会奉仕活動を紹介し

ます。地域の独身者（毎回男女各 '#名程参加）

を対象にシングルズパーティーを毎年 (月初旬

の日曜日に開催しています。一日の流れを簡単

に説明いたします。!

)#*##スタッフ集合!スタッフミーティング! )#*'#受付開始!

))*##挨拶・当日の流れ説明! ))*)#!)対 )トーク! )'*+#第 )

回投票・軽食ランチバイキング! )"*)&フリータイム! )&*##

最終投票・集計! )&*)&ペア発表! )&*'#終了! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !

本年は (月 ,日に開催します。第 )%回目を迎える今大会も成

功となるよう、しっかりと準備を進めていきたいと思います。!

渡辺! 敏雄（直江津 "#）!
会員増強については、今のところ純増１名。

後半戦は今一度クラブ会員の皆様の協力を頂

きながら再度候補者のリストアップをし、純増

)名の目標を達成するべく頑張っていきたい。!
! クラブ内では引き続き卓話者の充実や移動例会の実施な

ど『魅力ある例会づくり』に心掛け、出席率の向上に繋げた

い。!
! 次年度ＩＭのホストクラブとして、次年度組織と連携しな

がらしっかりと準備を進めていきたい。!
! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! !
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古川! 聡（新井 "#）!
新井ロータリークラブの今年度の増強目標

は、純増３名です。増強委員長はじめ会員の協

力により、年度前半で純増５名を達成すること

ができました。!
!年度の後半は、ロータリー活動に対する新入会員の意識を高
めるためにオリエンテーションを行いながら、来年度に向けて

新規会員の勧誘を進めていきたいと思います。!
増強は一朝一夕にはできません。長いスパンで地道に勧誘し

ていくことが大切です。わがクラブが重点的に進めている職業

奉仕活動や国際奉仕活動などロータリークラブの意義をじっ

くりと伝え、ロータリー活動への理解を広めていきたいと思い

ます。!

青木! 孝夫（糸魚川中央 "#）!
会員純増目標に対して前半 $ ヶ月は苦戦い
たしましたが、目標 $ 名の実績を前半に達成
することができました。後半戦もこれにはず

みをつけ、同地区 % つの "# との話し合いもあり目標を定
めることもできました。これからもよい人材の入会に継続し

て取り組みたいと思います。!
年度の仕上げとして、新年度の準備、引き継ぎがスムーズ

にいくよう万全を期し、残りの行事を成功させていきたいと

思います。!

佐藤! 元春（糸魚川 "#）!
会員増強目標 & 名に対し実績 $ 名。後半に
向け目標達成すべくクラブ一丸で取り組んで

参ります。入会した新会員とオリエンテーシ

ョンを実施し "# への理解と親睦を深めることが出来まし
た。また、ゴルフ、麻雀の同好会が立ち上がり、会員相互の

交流が盛んになり目標としていた明るく楽しいクラブ活動

となっており更なる同好会発足を計画中です。会員家族を誘

う催しの他、後半に向け積極的に活動して参ります。!

星野! 壽幸（頸北 "#）!
今期増員目標をまだ達成しておりませんが、

数名の候補者の中から何とか一人は入ってもら

いたい、と思っています。そのために、候補者

に対してどのような人からどのようにアプロー

チするかを再検討し、実行する必要があります。残りも半年を

切っていますので即実行したいと思っています。!
! 財団、米山奨学会の寄付については、寄付目標は達成してお

りますが、さらに上乗せしたい、と思っています。!
! 残り５ヶ月。とにかく一人でも増強するために、全員一丸と

なって行動したいと思います。!

小川! 幸喜（高田東 "#）!
前期を終え２名の会員増強を得ましたが、

残念なことに１名の会員が物故されました。

ロータリーが大好きな方だっただけに残念で

なりません。よって純増は１名です。後期は若い方を中心に

２～３名の増強を目論んでいます。!
わがクラブは、２つのインターアクトクラブをスポンサー

していますが、再来年に上越高等学校をホスト校としてイン

ターアクト年次大会が開催されます。それにむけて実行委員

会を立ち上げ、準備を開始する予定です。!

峯村! 正文（越後春日山 "#）!
越後春日山ロータリークラブは目下「会員増

強」に熱くダッシュ！５０名をいかに超えるか、

そしてキープするか。これが意外と難しいとこ

ろです。４０代の若い会員が最近入会しました。

近々には４０歳の男性会員も予定・・。!
そんな嬉しいニュースも耳にする一方での逆噴射もあり、晴

れのち曇り。一進一退が正直なところです。我がクラブにとっ

ては「２０周年記念事業」が目下の重要事項です。実行委員会

を重ねるごとに形が形成されてきました。嬉しい事です。!
３月５日の例会には上越市板倉区にあります「特別養護老人

ホーム! いたくら桜園」を訪問いたします。女性会員の唄と踊

りや男性会員の「名人芸」を披露、楽しんで頂く予定です。!
小雪で経過しそう今期、春に向かってダッシュ！!

! !

! !
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ペットホテル・老犬介護 
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寄付金速報 ― 50 年以上前の奨学生から匿名寄付も ― 
1月までの寄付金累計は前年同期と比べ3.0％増、約3千万円の増加です。普通寄付金が1.5％増、

特別寄付金が 3.9％増となりました。1 月単月の寄付金は 1 億 6,500 万円と、過去 10 年間で 2 番目

に低い金額ではありましたが、累計では直近 6 年間で最高額です。 

1 月の寄付の中には、現在は台湾に住む今から 50 年以上前の元米山奨学生から「米山奨学会にず

っとお礼をしたいと思っていましたが、これまで何もできずにいたので」と、匿名で 100 万円の高

額寄付をいただきました。また、「米山奨学会の目的に賛同した」と、第 2580 地区のカウンセラー

からも 100 万円の寄付をいただきました。多くの方々からのご支援に心より御礼申し上げます。 

現在、下期分普通寄付金を各クラブからいただいています。1月末現在、全クラブの 74％（1,675

クラブ）からご送金いただきました。今後も引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

2015 学年度の新ロータリー米山奨学生が決定 
12 月～2月初めにかけて、2015 年 4 月採用の新規米山奨学生の面接選考が各地区選考委員会によ

って行われ、合格者が決定しました。1,357 人の応募に対し、奨学金プログラム別の合格者数は、

博士・修士・学部課程奨学金（指定校応募）が 519 人、地区奨励奨学金（指定校応募）が 16 人、

クラブ支援奨学金が 8 人、海外応募者対象奨学金（海外からの個人応募）が 6 人です。このほか、

海外学友会推薦奨学生を現在選考中です。国籍・地域別では、中国 42.4％、韓国 13.8％、ベトナ

ム 10.4％、台湾・マレーシア 4.4％の順です。今回の合格者と昨年度からの継続奨学生を合わせた

729 人が 2015 学年度奨学生となる予定ですが、今後、継続者および他の奨学金合格者による辞退、

海外学友会推薦奨学生の合否などによって、人数の変動が見込まれます。 

全国学友会会長セミナーを開催 
国内の米山学友会会長を対象としたセミナーが 1 月 17 日、都

内で開催され、全国 31 の学友会の代表者 29 人と、よねやま親善

大使の楊小平さんが参加しました。 

午前のセミナーでは、当会事務局からの説明のほか、関西学友

会の何玉翠会長、第 2800 地区学友会の尤銘煌会長、第 2620 地区

学友会の上野佳子会長から、それぞれ学友会運営についての事例

が紹介されました。また午後は、３つのグループに分かれ、各学

友会の抱える悩みや組織づくり、地区との連携などに関する活発な意見交換が行われました。 

学友会会長セミナーは 2006 年以来の開催

ですが、地区を超えた横のつながりを深め、

ほかの学友会からヒントを得る良い機会と

なったようです。アンケートでは「長年の課

題を話し合うには時間が足らなかった」「今

後も定期的に開催してほしい」などの声も聞

かれました。お忙しい中、ご参加いただいた

皆さまに心から感謝いたします。 

2015 年 2 ⽉ 12 ⽇発⾏ 
公益財団法⼈ロータリー⽶⼭記念奨学会
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〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：野津(のづ)・峯(みね) 

 

ベトナムで学友が奉仕活動 ― 児童養護施設に寄付 ― 
ベトナム・ホーチミン市で 1 月 18 日、米山学友

が児童養護施設を訪問し、ベトナム出身学友 22 人

から寄せられた寄付金で購入した米 150kg、砂糖

40kg、インスタントラーメン25箱を寄贈しました。

また、第 2750 地区・東京日本橋ＲＣベトナム交流

会有志による絵本が併せて子どもた

ちに贈呈されました。 

参加したチュオン・トゥイ・ラン

さん（2006-07／大宮北東ＲＣ）は、

「海外在住のベトナム人学友も、一

時帰国してミーティングに参加し、

寄付をしてくれました。私たちの活動はまだ始まったばかりですが、これからも小

さなことを集めて、大きなことにしていきたいです」と、活動への意欲を見せてい

ます。ベトナムにはまだ米山学友会はありませんが、ホーチミンでは「学友クラブ」

を作って定期的に学友が集まり、少しずつ活動を開始しているほか、ハノイでも毎

月 1 回、学友の集いが行われています。 

ＩＣＴ技術を使って子どもに夢を ― 学友が総務大臣賞 ― 
「ビジネスモデル発見＆発表会」全国大会が 1 月 22 日、東京都内で開催され、米山学友の董又碩

ド ン ウ ソ ク

さん（韓国／2012-14／能美ＲＣ）が代表をつとめるドリームパーロスが、キャンパス部門の最優

秀賞である「総務大臣賞」を受賞し、高市早苗総務大臣から賞状が授与されました。 

この大会はＩＣＴビジネス研究会、テレコム

サービス協会が主催するもので、当日は、全国

約 130 組の応募から選ばれた 19 組（キャンパ

ス部門 9 作品、ビジネス部門 10 作品）がそれ

ぞれのビジネスモデルを発表。董さんらは、Ｉ

ＣＴ技術を使い、幼稚園・保育園で活用できる

クラウド型連絡帳サービス「ゆめちょう」をプ

レゼンテーションし、審査員長から「導入実績

もあり、安心安全信頼がテーマのしっかりした

ビジネスプラン」と高い評価を得て、見事総務

大臣賞に輝きました。董さんは昨年 12 月に北

陸先端科学技術大学院大学で博士号を取得、今

春の本格起業に向けて準備をしています。 

ご 案 内
モンゴル、タイの各学友会総会が下記の⽇程で開催されます。ご都合のつく⽅はぜひご参加ください。
会場・時間など詳細は、⽶⼭記念奨学会事務局までお問い合わせください。 

 
モンゴル：2015年3 ⽉1 ⽇ (⽇) タイ：2015年3 ⽉15 ⽇ (⽇) 
in Mongolia in Thailand 

表彰されたドンウソクさん（右から 3 人目）
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